様式Ａ　　　　　　　　　　　　　　　【記載例】
ウェルネス分野　添付資料
団体名　特定非営利活動法人○○○　
事業名　生活習慣病に関するセミナー　
	目的
（市民ニーズへの対応）
	生活習慣病の予防と改善

	期待される効果
（事業の実施によりどのような効果があるのか。）
	生活習慣病は「日々の生活習慣」が深く関係しています。日本における生活習慣病患者は、人口の約１５％ですが、あまり関心のない方が多く、重く受け止めていない方がほとんどです。重篤な病気に発展する可能性があることを知っていただき、日常生活の改善と予防について学び、毎日を元気に、健康に過ごしてもらう意識を持ってもらいます。

	類似の事業の経験の有無
	有　　・　　無

	（有の場合）事業の概要及び実績
※報告書等、概要や実績がわかる書類を添付してください
	東区体育館を貸し切り、健康セミナーを実施後に、参加者と運動会を行った。
参加者は70名で、生活習慣病と診断された方（40～60代）を対象とした。
特に、普段運動する習慣のない方が多いため、「ツラくない運動」をテーマに、オリジナルラジオ体操やツラくない柔軟体操、ツラくない筋トレなどを中心に行い、日常生活でも取り入れてもらえるメニューを考えた。ツラくない運動は参加者からの評判がとてもよかった。

	過去の助成
実績
	☑
	過去にさぽーとほっと基金の助成を受けたことがある

	
	令和２年にさぽーとほっと基金を活用して、乳がんに関するセミナーを実施しました。地下歩行空間で実施し、参加者は約1,000名でした。
また、令和４年３月に健康を目的とした、高齢者向けの体操教室を実施した。

	交付申請額よりも減額された場合の対応
	該当する以下の項目に☑をつけてください

	
	□
	助成金額が交付申請額より減額されて交付決定となった場合、事業を実施しません。（減額される場合は、不交付決定となっても構いません）

	
	☑
	助成金額が減額となっても、（700,000）円以上の助成金があれば、計画内容を変更せずに事業を実施します。

	
	□
	助成金額が減額になっても、自己資金等により事業を実施します。


	当該申請事業の将来的な展
望（資金調達、取組の継続・拡大等見込みを記載）
	健康セミナーを今後も継続して実施し、協賛金を募りたい。そして健康セミナーをさらに大きなイベントにすべく、多くの医療機関と共同し、札幌ドームを利用して札幌市民を対象にした運動会や健康づくりの啓発・啓蒙イベントを実施したいと考えている。


※記載欄が不足する場合など、この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができます
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